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「第5のがん治療法の確立を目指して」
～再生医療（間葉系幹細胞）を用いた医師主導治験～
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現在、がん治療は、外科治療・放射線治療・化学療法・免疫療法の４大治療
が行われております。これまで治らなかったStage４のがん患者さんでさえ
治る時代がやってきましたが、それでも完治が見込めるのは20%程度の患者
さんに留まり、新規のがん治療法が世界的に求められています。

この医師主導治験は、免疫チェックポイント阻害薬が無効になった
患者さんに再生医療である間葉系幹細胞を用いる事で、免疫チェック
ポイント阻害薬の耐性を解除し、再活性化させるという、世界で初め
て“再生医療を活用したがん治療法の確立”の試みとなります。

再生医療は、治療困難であ
るUnmet Medical Needsの
高い疾患への有効な治療方
法が提供できる医療として
期待されており、がんに対
しては、その有効性にはま
だ結論に至っていないのが
現状です。
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